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・ 20日に発表された４月の英国の消費者物価は前年比＋1.8％。年明け以降、ＢＯＥの物価目標（２％）

を下回って推移しているが、過去２ヶ月（２月が同＋1.7％、３月が同＋1.6％）と比べてやや水準を

切り上げた。再加速の主因はコア物価で、前月：同＋1.6％→今月：同＋2.0％に上昇率が高まり、昨

年９月以来の２％台を回復した。その他の項目は、エネルギー価格が小幅マイナスから小幅プラスに

転じたが、食料、たばこ、アルコールは上昇率が縮小ないし上昇から下落に転じ、物価を下押しした。 

・ コア物価の内訳では、衣料・履物（前月：同＋0.2％→今月：同＋1.2％）、家具・家財・修繕（同＋

1.1％→同＋1.5％）、自動車購入（同ゼロ→同＋0.9％）、輸送サービス（同＋1.1％→同＋10.2％）、

宿泊（同＋1.2％→同＋1.9％）、書籍・文具（同＋3.9％→同＋5.7％）の上昇加速が目立つ。 

・ 輸送サービスの急上昇は航空運賃や船舶運賃の値上がりに起因するもので、イースター休暇の時期の

ずれ（昨年が３月で今年が４月）が影響した可能性が高い。暦要因による一過性の押し上げが中心と

みられ、物価の基調が再び大きく加速する兆しはみられない。５月の物価レポートでのＢＯＥの物価

見通し（4-6月期平均で同＋1.80％）から逸脱するものではない。なお、ユーロ圏諸国と異なり、パッ

ケージ旅行（同＋0.4％→同＋0.1％）には目立った影響が見られなかった。 

■英国：消費者物価（前年比） ■英国：コア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く

出所：英統計局 出所：英統計局
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■英国の消費者物価（％）

2013 2014 2013 2014
2Q 3Q 4Q 1Q 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

消費者物価 （前期比） 0.7 0.3 0.6 0.1 0.4 0.1 0.1 0.4 -0.6 0.5 0.2 0.4

（前年比） 2.7 2.7 2.1 1.7 2.7 2.2 2.1 2.0 1.9 1.7 1.6 1.8
コア消費者物価 （前年比） 2.2 2.1 1.7 1.6 2.2 1.7 1.8 1.7 1.6 1.7 1.6 2.0
食料品 （前年比） 4.2 4.1 2.8 1.8 4.3 3.9 2.8 1.9 2.0 1.8 1.7 0.5
アルコール （前年比） 3.3 4.0 3.2 0.9 3.0 3.1 3.1 3.3 0.8 0.0 1.8 -0.8
たばこ （前年比） 7.6 6.8 7.1 7.3 6.6 6.5 7.4 7.3 7.4 7.3 7.3 6.7
エネルギー （前年比） 3.2 4.6 2.4 1.0 3.4 2.2 1.6 3.3 2.8 0.6 -0.3 0.3

住宅用燃料 （前年比） 7.7 7.9 7.0 5.8 7.7 7.7 6.0 7.2 6.6 5.5 5.2 4.8
自動車燃料 （前年比） -1.9 0.6 -3.1 -4.6 -1.6 -4.2 -3.6 -1.4 -1.8 -5.1 -6.6 -5.0

注：消費者物価の前期比は季節調整前。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：英統計局  


